


私は30年以上、郵便局昌として真面目に働いて  

きました。定年後も、民生委員として地域のため  

に病気ひとつせず元気に走り回ってきました。   

それが突然、昨年の春、脳梗塞で倒れ、右の  

手足が不自由になり、一人ではトイレにも行け  

なくなってしまい、その時は、人に会うのも嫌に  

なり、死んだ方がましだとも思いました。   

昨年暮れより、役場の人の紹介で小規模多機能  

ホーム00を利用しています。   

スタッフの方もとても親切にしてくれるし、  

話相手もできました。私の体調に合わせて、  

お迎の時間や訪問の時間・内容を考えてくれ  

るのでありがたいです。無理しないで毎日が過  

ごせるので、気持ちもかなり前向きになってき  

ました。  

認知症の母と暮らしています。いつの問にか家  

から居なくなったり、夜はっロウロ動き回って全く  

寝なかったりとこれまで何度も一緒に暮らす事の  

限界を感じ施設に入れよう思いました。   

しかし、小規模多機能ホーム△△さんと出会い、  

私の気持ちが変わりました。これまで自分一人で抱  

えていたものが、きつい時はいつでも甘えられる、  

一人で悩まなくていいと思えるようになりました。   

サービスを使うようになって2年。母だけでなく、  

私自身も支えてもらっているので親子でサービスを  

受けているような感じです。もちろん今でも一晩中  

寝なかったり、色々あります。   

けれど、母が認知症になったから他の人以上に  

親孝行できると思えるようになり、私もお陰様で  

ちょつと成長しました。  

「今日もー緒に我が家でご飯が食べれた」と、  

いつも感謝しています。  

S．Tさん  

F．Kさん  

小規模多機能型居宅介護は、介護保険サービスのひとつです0  

なんでもできるわけではありません。  

料金は、サービスの量に関わらず、定額制（月額）です。  

よって、みなさんが必要以上に多く利用しようとすれば、このサービスは成り立ちません。  

本当に必要なものを必要に応じて提供します。  

必要であれば、毎日通うこともでき、宿泊することもできます0  

利用者、家族・介護者、地域のみなさんのご理解とご協力をお願いします0   








